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文 要 旨
1

論文題目

Surgical outcomes of displaced proximal humeral fractures: antegrade intramedullary nail 

versus locking plate 

（上腕骨近位端骨折の手術成績；順行性髄内釘とロッキングプレートの比較）

氏名卓足玉七＼編



論 1 文 I町旨

【 目 的 】 日 本 で は骨粗髭症患者は約 130万人 Iを

超 |ぇ |るiと言わ |れ |、 I上 1腕 1骨 1近 1位 1端骨i折 は 1嵩 1齢 I者

tこIお |け |る |上 I肢 1骨 1折 |の |中 |て I2 I番 l目Iに 1頻 1度 lの l高 1い

骨 I折で あ る 。 上腕骨近位端骨折に対する手術

治 I療の主な固定材料と し ては順行性髄内釘お

ょIび I口Io/Iキ |ン |グ |プ|レ1-1卜|か |ぁ |る |か |、 I日1本 Iて Iは

その術後成績を比較した大規模な研究はない。

本研究の目的は上腕骨近位端骨折に対して順

:r=r I, 性 1髄 |内 |金riぉ |ょ |ひ |口I;/ Iキ |ン |グ |プ |レ1-1卜|て |手 l術

治 I療を行った症例の術後成績を比較検討する

こ |と |て |ぁ |る |。 I I I I I 

【 | 対 I 象 | と | 方 | 法 | 】 | 対 I 象 1 は 1200~ 年 | 力~ I ら e01~ 年 1ま |で |上 I腕

骨近位端骨折に対して手術を行った 108例 順

1子I・tiI髄 |内 |釘 Ic I以 |下 |、 INI群 I)541例 |、 |口 |ン|キ |ン |グ iプ

レI-I卜I(I以 |下 |、 Ip I群 I)I 541例 1を1斗atI骨 1折 IとI3 

吋artI骨 1折 に分 |け |て 1比 1較 し 1た。内訳は INI群 Iは I男

性 11 例 女性 43 例 うち 2-art 骨折は手術 I時 I平

均年齢 67歳 (35 ,..__., 91 歳）、平均経過観察期 I間 I18 

ヵ 1月 (12~ 781ヵ |月) 、 I3 ・I吋artI骨折は 1手術時 I平
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均 |年 |齢 I70 I歳 I(I 46 I ~ I ss I歳 I)、|平|均 |経 |過 |観 |察 |期 |間 118

ヵ |月Ic12 I~ I 64 Iヵ |月 I)Iて |ぁ |っ |た |。 Ip I群 |は |男 |性 Iis I例
女性 39例 うち 2-art 骨折は手術時平均年齢I66 

歳 (21 ~ 87歳）、平均経過観察期間 19 カ月 (12

481ヵ |月 I)I、 I3 I・I 4-gart I骨 1折 1は 1手 1術 1時 1平 1均 1年 1齢 I61 

歳 (20 ~ 83 歳）、 平均経 過 観察期間 23 カ月 (12

114 I力 |月 I)Iで |ぁ |っ |た |。 1調 1査 1項 1 目 1は 1肩 1関 1節 1 自 1動 I可

膨~ I 域 I c I屈 1曲 1、 |外 |旋 I)、I手 1術 1時 1間 1、 |術 1中 1出 1血 1藷 1、

および術後合併症と し た 。 また肩関節自動可

動 域 （屈曲 外 旋） は年代 別 比較 (65 歳 I未 I満

群、 前期高 齢 群 後期高齢群） も行った 。 I統

計 学 的 検討は Krusal-alli test、 Ma n-hitn y U testおよび

1act {est Iを i用 |い |危 I険 |率 iso/o I未 1満 1を 1有 1意 1差 Iぁ IりIと

しIた 1。| I I 
結果 】 手術時間や術中出血最に有意差は認

めIな |か |っ |た |。 I吋artI骨 1折 1の 1自 1動 1外 1旋 |は INI群 |か Ip

群より有 1意 Iに良 好 Iてあ 1った。 1年 1齢 1別 1比 較 Iて Iは

3 I・I 4-~art I骨 1折 iの 1前 1期 1高 1齢 1群 |で |の |自i動 1外 1旋 Iて

NI群 |は Ip I群 IよIり 1有 1意 Iに 1良 1好 |て |ぁ |っ |た |。 INI群 Iお

よIひIP I群 Iでの年 1齢 1別 比 1較 Iて Iit 、 INI群て 1は 1自 1動
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屈 I曲Iは I2-dart I骨 |折 |の 16sI歳 |末 |満 |群 |が 1前 1期 1高 1齢 1群 Iぉ

ょIひ I後 I期 1高 1齢 1群 |ょ |り 1有 1意 lに 1良i好 Iて 1、 I3 I・I 4-dart 

骨 I折 Iの I前 1期 1高 1齢 l群 lが l後 1期 1高 1齢 1群 Iょ IりI有 I意 Iに I良

好 Iて Iぁ Iっ |た |。 I自 1動 1外 1旋 1は I吋artI骨 1折 IぉIょ Iび I3 

4-oart I骨 1折 Iの 1前 1期 1高 1齢 1群 1が 1後 1期 1高 1齢 I群 Iょ IりI有 I意

に I良 1好て 1あ っ |た |。 Ip I群 Iて 1は自動 1屈曲は I3 I・I 4-

part骨折の 65 歳未満群は後期高齢群より有意 Iに

良 I 女子| て| 、 I 自 1 動 1 外 1 旋 I は I 3 I . I 4-lart I 骨 1 折 | の 1 65 1 歳 I 未 I 満

群は他の 2 群より有意に良好であった 。 術後

合併症では偽関節 は 3-art 骨折のロッキングプ

レ ,-1 卜II I例の 1みて 1認 Iめた 1。 骨頭 1壊 1死 Iは I3 I・I 4-

partl骨 |折 |の INI群 |て I6 I例 |、 Ip I群 |て Is I例 |とI3 I・I 4-dart 

骨折に起こりやすい傾向を認めた 。 内反変 I形

rまI2-~art I、骨 I折 |に |多 |い |傾 |向 Iヵ、あ |り |、 Iな Iヵ、 Iて |も Ip I群

て I4 I例 |と |起 |こ |り |ゃ |す |い |傾 |向 |を |認 |め |た |。 | I I 

【|結 |語|】 I2-~art I骨 |折 |の |自I動 1外 1旋 |は INI群 |が Ip I群 Iょ

り有 1意 Iに良 1好て |ぁ |った。 1ま Iナこ 1高 1齢 Iにな |る |と i自

動 I可 I動 I域 1は 1悪 |い |傾 |向 |に |ぁ |っ |た |。 1骨 1頭 I壊 I死 Iは I3 

4-~art I骨 |折 |て |起 |こ |り |ゃ |す I< I、 I内 1反 1変 I形 Iは I2-dart 

骨 1折 Iの P 群て 1起 Iこりやす 1い傾向 Iにあ|っ |た | I 
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